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人　

事　

案　

件

◆
板
倉
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
７
月
19
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

根
岸
幸
子
さ
ん
（
大
字
西
岡
新

田
）、
青
木
繁
雄
さ
ん
（
大
字
大

曲
）、
松
本
浩
幸
さ
ん
（
大
字
籾

谷
）、
野
村
小
百
合
さ
ん
（
大
字

岩
田
）、
田
部
井
昭
盛
さ
ん
（
大

字
板
倉
）、
多
田
元
宏
さ
ん
（
大

字
飯
野
）、
森
田
隆
さ
ん
（
大
字

大
高
嶋
）、
小
林
貞
幸
さ
ん
（
大

字
海
老
瀬
）、
二
ノ
宮
行
雄
さ
ん

（
大
字
海
老
瀬
）、
落
合
均
さ
ん

（
大
字
海
老
瀬
）

報　
　
　
　
　

告

◆
令
和
7
年
度
板
倉
町
土
地
開

発
公
社
決
算
及
び
事
業
報
告

に
つ
い
て

　

板
倉
町
が
出
資
し
て
い
る
板

倉
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の
で
す
。
令
和
7
年
度
の

主
な
事
業
は
、
板
倉
ゴ
ル
フ
場

に
係
る
地
権
者
の
連
絡
調
整
及

び
代
替
地
の
水
利
費
補
償
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
決
算
は
、
収

入
が
１
万
３
，４
５
４
円
に
対
し
、

支
出
が
５
万
８
，
１
４
０
円
で

あ
り
、
４
万
４
，
６
８
６
円
の

損
失
で
し
た
。

◆
令
和
８
年
度
板
倉
町
土
地
開

発
公
社
予
算
及
び
事
業
計
画

に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業
計

画
は
、
板
倉
ゴ
ル
フ
場
に
係

る
地
権
者
の
用
地
調
整
業
務

で
す
。
予
算
の
概
要
は
、
収

入
が
29
万
４
千
円
、
支
出
が

25
万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
支
出
は
、
用
地
調
整
業
務

の
費
用
及
び
法
人
税
等
の
経
費

が
主
な
も
の
で
、
収
入
は
、
群

馬
県
企
業
局
か
ら
の
用
地
調
整

業
務
に
関
す
る
収
入
及
び
預
金

利
息
が
主
な
も
の
で
す
。

承

認

議

案

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
板
倉
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
地
方
税
法
及
び
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
３
月
31
日
付
け
で
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
改
正

内
容
は
、
令
和
７
年
度
末
を

も
っ
て
環
境
性
能
割
を
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、
現
行
の
「
軽

自
動
車
税
種
別
割
」
を
「
軽
自

動
車
税
」
と
す
る
な
ど
、
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
板
倉
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

　

令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
地
方
税
法
施
行
令
及
び
国

有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金

　令和８年第２回定例会が、６月９日㈫から６
月12日㈮までの４日間の日程で開催されました。
今回の定例会では、人事案件11件、報告３件、
承認２件、条例の一部改正議案４件、令和８年度
補正予算議案２件、議員発議１件の報告を除く合
計20議案が審議されました。

条
例
の
一
部
改
正
議
案
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
議
案
な
ど
全
20
議
案
を
審
議

板
倉
町
議
会
議
員
定
数
条
例
改
正
案
を
可
決

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

一
般
質
問
に
６
人
の
議
員
が
登
壇
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法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
に
所

要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
３
月
31
日
付
け
で
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

改
正
内
容
は
、
基
礎
課
税
額
に

係
る
課
税
限
度
額
を
66
万
円
か

ら
67
万
円
に
引
き
上
げ
る
も

の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度

額
を
３
万
円
と
す
る
規
定
を
新

設
す
る
も
の
、
均
等
割
、
平
等

割
の
５
割
軽
減
判
定
所
得
の
算

定
に
係
る
被
保
険
者
１
人
あ
た

り
の
加
算
額
を
30
万
５
千
円
か

ら
31
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
、

均
等
割
、
平
等
割
の
２
割
軽
減

判
定
所
得
の
算
定
に
係
る
被
保

険
者
１
人
あ
た
り
の
加
算
額
を

56
万
円
か
ら
57
万
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
、
軽
減
世
帯
、
未
就

学
児
、
出
産
被
保
険
者
、
18
歳

未
満
被
保
険
者
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
減
額
規
定
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

議

決

議

案

◆
板
倉
町
行
政
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
４
月
の
板
倉
町
行

政
組
織
改
編
に
関
連
し
た
所
要

の
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

本
条
例
は
、
令
和
７
年
12
月
定

例
会
に
お
い
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
組
織

改
編
に
向
け
た
細
部
の
検
討
・

調
整
に
よ
り
、
地
域
創
生
課
と

建
設
課
の
間
で
事
務
分
掌
の
異

動
が
生
じ
た
た
め
、
改
め
て
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。
改
正
内

容
は
、
建
設
課
の
事
務
分
掌

「
公
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と
。」

を
地
域
創
生
課
に
移
管
す
る
も

の
で
す
。

◆
そ
の
他
の
報
告
・
議
決
議
案

○
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
板
倉
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
の
報
告
に

つ
い
て

○
板
倉
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○
板
倉
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

補
正
予
算
審
査

議
案
第
20
号　

令
和
８

年
度
板
倉
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
３
９
８

万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
68
億
３
９
８

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

延
山
委
員

問
　

歳
出
の
公
共
用
地
取
得
事
業

20
万
円
の
追
加
と
あ
る
が
、
申

し
出
の
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
を
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長

答
　

場
所
は
、
役
場
南
側
の
旧
増

田
医
院
さ
ん
の
西
側
、
畑
を
一

つ
挟
ん
だ
隣
の
舗
装
さ
れ
た

同
医
院
駐
車
場
で
、
面
積
は

３
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

仲
介
業
者
か
ら
相
談
さ
れ
て
検

討
し
、
今
後
、
板
倉
ま
つ
り
の

駐
車
場
や
新
設
予
定
の
保
育
園

関
係
で
も
使
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
し
、
と
て
も
安
価
で
し

た
の
で
購
入
し
て
い
き
た
い
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
案
第
21
号　

令
和
８

年
度
板
倉
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
３
万
６

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
14
億
４
，

８
２
１
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

歳
出
の
会
計
年
度
任
用
職
員

経
費
２
人
分
、
６
２
３
万
２
千

円
の
追
加
に
つ
い
て
、
こ
の
人

件
費
の
１
人
分
は
す
で
に
４
月

に
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
支
払
い
済
み
だ
と
思
う
が
、

補
正
予
算
を
組
む
前
に
ど
の
よ

う
に
処
理
を
し
て
い
る
の
か
。

秘
書
室
長

答
　

本
来
で
あ
れ
ば
、
補
正
予
算

を
ご
承
認
い
た
だ
い
て
か
ら
支

払
う
の
が
大
前
提
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
人
事
異
動
が
生
じ

た
と
き
は
、
そ
の
人
の
1
年
分

の
人
件
費
は
確
保
で
き
て
な
い

状
況
で
す
が
、
４
月
と
５
月
分

の
２
カ
月
分
で
す
の
で
、
当
初

予
算
の
範
囲
内
で
先
に
支
払
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

◆
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
６

月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

本会議・議案審議・補正予算審査
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本紙に掲載している質問事項です。

一 質般 問

質問者（登壇順） 質問事項

森田 義昭 議員
①中央公園等の整備、管理等について
②�地域活動支援センター及び障害者デイサービスセンターの

運営状況について

青木 秀夫 議員 ①地方教育委員会の権限について

尾澤 将樹 議員 
①障がい者等に対する支援について
②�公共施設再整備の方向性について

藪之本 佳奈子
議員

①小・中学校のトイレにおける生理用品の設置について
②�算数セット等の学校備品化について
③災害時における生活用水確保のための井戸の活用について

青木 文雄 議員
①知名度向上の必要性とシティプロモーション戦略について
②漢字検定受験料補助の導入について

亀井 伝吉 議員
①定住対策（学生支援）について
②農地集積事業の計画について
③町道２－４１号線の拡幅整備について

各議員の一般質問について、ダイジェスト版で
お知らせします。

６月定例議会
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子どもが遊べる場所として重要と考えている。

「分数のできない大学生」がいることは認識。

安全安心な公園づくりをお願いしたい。

ゆとり教育で「読み書き計算」の地道な学習を。

答

問

森
田
義
昭
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

青
木
秀
夫
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

町
に
ス・

テ・

キ・

な
公
園
を
整
備

し
て
も
ら
い
た
い
。

２
０
０
以
上
の
大
学
で
漢
字

の
補
習
授
業
等
を
踏
ま
え
る

と
「
急
が
ば
回
れ
」
で
は
！

答

問

議
員 

今
、
中
央
公
園
の
整
備

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。
改
修
の

内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

外
か
ら
見
る
と
大
き
な
木
が
大

分
切
ら
れ
て
い
る
が
、
何
の
た

め
な
の
か
。
中
央
公
園
は
か
な

り
前
か
ら
あ
り
、
桜
な
ど
も
周

り
に
あ
る
。
桜
は
一
本
で
も
数

本
で
も
咲
く
と
そ
の
場
が
大
変

明
る
く
な
り
、
ま
し
て
や
下
が

芝
で
ベ
ン
チ
ひ
と
つ
で
立
派
な

公
園
と
呼
べ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
る
。そ
の
辺
を
踏
ま
え
て
、

ど
の
よ
う
な
公
園
を
目
指
し
て

い
く
の
か
考
え
を
お
聞
き
し
た

い
。

議
員 

「
詰
め
込
み
教
育
」
に

つ
い
て
の
反
省
も
あ
っ
て
、
一

時
期
「
ゆ
と
り
教
育
」
が
導
入

さ
れ
、実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

ゆ
と
り
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

は
、ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
、

ど
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
の

か
。教

育
長 

「
ゆ
と
り
教
育
」
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
の
意
見
が
あ
っ
た
。
当

時
、「
ゆ
と
り
教
育
導
入
で
学
力

低
下
が
著
し
か
っ
た
」
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
教

育
内
容
に
し
っ
か
り
盛
り
込
ん

建
設
課
長

 

中
央
公
園
は
古
い

が
故
に
木
が
大
き
く
な
り
、
周

り
か
ら
見
づ
ら
く
な
っ
て
不
審

者
と
か
子
ど
も
た
ち
に
不
安
を

与
え
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
不
適
切
さ
を
取
り

除
く
た
め
、
周
り
か
ら
見
え
や

す
く
す
る
の
に
木
を
伐
採
し
た
。

ま
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
園

づ
く
り
の
業
者
と
も
話
し
合
っ

て
い
る
。

議
員 

当
町
の
障
が
い
者
の
活

動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

町
長 

障
が
い
者
の
自
立
支
援

に
つ
い
て
は
、
大
変
重
要
と
受

け
と
め
て
い
る
。
何
が
一
番
い

い
の
か
、今
何
が
必
要
な
の
か
、

常
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力

も
お
願
い
し
た
い
。

だ
方
が
い
い
と
い
う
判
断
で

「
ゆ
と
り
教
育
」が
改
定
さ
れ
て
、

現
在
の
学
習
指
導
要
領
に
な
っ

て
い
る
。

議
員 

「
不
登
校
」「
ひ
き
こ
も

り
」「
80
・
50
問
題
」
等
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
の
一
つ

に
「
詰
め
込
み
教
育
」
が
考
え

ら
れ
る
。
小
学
校
に
お
け
る
学

習
量
の
多
さ
、
し
か
も
学
習
内

容
の
難
し
さ
か
ら
、
理
解
で
き

て
い
る
の
か
と
心
配
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
長

の
見
解
は
。

教
育
長 

学
校
に
お
け
る
不
登

校
児
童
生
徒
等
に
つ
い
て
「
詰

め
込
み
教
育
」
が
原
因
で
あ
っ

た
と
い
う
よ
う
な
報
告
は
な
い
。

不
登
校
問
題
は
、「
詰
め
込
み
教

育
」
が
原
因
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

森田 義昭 議員

青木 秀夫 議員

中央公園 池付近

一般質問（QRコードを読み込むと各議員の録画映像が見られます。）一般質問（QR コードを読み込むと各議員の録画映像が見られます。）
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目標使用年数を80年ということで設定する。

先進事例を参考に調査研究を進めたい。

公民館の長寿命化とは、何年使用するのか？

災害時に備えて登録井戸制度を導入しては？

尾
澤
将
樹
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

藪
之
本
佳
奈
子
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

小
中
学
校
や
地
区
公
民
館
の

多
く
は
、
築
50
年
。
早
く
建

て
直
し
て
ほ
し
い
な
。

困
る
人
を
助
け
る
だ
け
で
な

く
、
困
る
人
を
減
ら
せ
る
町

で
あ
り
た
い
。

答

答

問

問

議
員 

小
中
学
校
や
地
区
公
民

館
の
多
く
は
、
建
築
後
お
お

む
ね
50
年
が
経
過
し
て
い
る
。

年
々
、
物
価
高
騰
し
て
い
る
経

済
情
勢
を
鑑
み
、
建
て
替
え
を

含
む
再
整
備
の
方
向
性
を
伺
い

た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長 

本
町
の

学
校
教
育
施
設
及
び
社
会
教
育

施
設
の
多
く
は
、
建
築
か
ら
お

お
む
ね
50
年
経
過
し
て
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。本
町
で
は
、

国
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
3

月
に
板
倉
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
個
別
施
設
ご

議
員 

災
害
時
の
生
活
用
水
確

保
に
向
け
、
登
録
井
戸
制
度
の

導
入
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
町
内
の
井
戸

を
活
用
し
た
体
制
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

 

総
務
課
長

 

登
録
井
戸
制
度

は
、
地
域
住
民
が
協
力
し
合
う

共
助
の
考
え
方
に
よ
る
仕
組
み

で
あ
り
、
災
害
時
の
生
活
用
水

確
保
に
加
え
、
地
域
に
お
け
る

共
助
意
識
の
向
上
に
も
有
効
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。一
方
で
、

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
井

戸
所
有
者
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
所
有
者
に
過
度

な
負
担
や
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

と
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
小

中
学
校
の
耐
震
補
強
を
完
了
さ

せ
た
上
で
、
目
標
使
用
年
数
を

80
年
と
設
定
し
た
。
地
区
公
民

館
も
文
化
系
・
社
会
教
育
系　

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

学
校
教
育
施
設
と
同
様
に
目
標

使
用
年
数
を
80
年
と
設
定
し
て
、

長
期
的
か
つ
有
効
な
活
用
を
目

指
し
て
い
る
。

町
長 

も
し
変
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
中
央
公
民
館
の
ホ
ー
ル
を

あ
る
程
度
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
に
す
る
。
図
書
館
と
ま
で
は

い
か
な
い
ま
で
も
、
そ
う
い
っ

た
図
書
館
的
な
機
能
を
持
つ
も

の
に
建
て
替
え
は
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ゃ
ん
と

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

よ
う
な
条
件
設
定
や
運
用
方
法

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
制
度
を
運
用
す
る
た
め
に

は
、
協
力
可
能
な
井
戸
の
把
握

や
登
録
方
法
、
災
害
時
に
お
け

る
利
用
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
町
内

の
井
戸
を
活
用
し
た
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
自
助
・
共
助

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
地
域
住

民
や
井
戸
所
有
者
の
協
力
を
得

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
登
録
井

戸
制
度
に
つ
い
て
は
、
導
入
自

治
体
の
事
例
や
運
用
状
況
を
参

考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
進

め
、
本
町
の
実
情
に
合
っ
た
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

尾澤 将樹 議員

藪之本佳奈子 議員

昭和53年に竣工した中央公民館

６月定例議会

いたくら議会だより　第178号　令和８年８月１日　6



戦略的な知名度向上の情報発信を推進する。

もっと知名度向上の取組が必要ではないか。

事業着手に向け国庫交付金獲得を目指す！
町道２－41号線の拡幅計画の進捗状況は？

青
木
文
雄
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

亀
井
伝
吉
議
員
の

録
画
配
信
は
コ
チ
ラ

驚
く
ほ
ど
板
倉
町
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
町
の
魅
力
情
報

発
信
が
必
要
で
は
な
い
か
。

東
西
南
北
の
幹
線
道
路
の
整

備
は
災
害
時
に
役
立
ち
、
車

の
通
行
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

答

答

問

問

議
員 

今
、
町
の
発
展
に
問
わ

れ
て
い
る
の
は
、
選
ば
れ
る
町

に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
れ
ほ

ど
魅
力
が
あ
っ
て
も
知
ら
れ
て

い
な
け
れ
ば
選
択
肢
に
入
ら
な

い
。
町
の
知
名
度
向
上
を
戦
略

的
に
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

秘
書
室
長

 

町
の
発
展
に
は
、

情
報
発
信
力
の
強
化
に
よ
る
知

名
度
、
ま
た
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

は
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
が
始
ま

り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
行
政
情
報

で
あ
る
と
か
、
生
活
情
報
の
提

供
及
び
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
の
構

築
に
努
め
て
い
る
。
現
状
の
課

題
は
、
情
報
が
多
い
現
代
に
お

議
員 

令
和
３
年
請
願
の
町
道

２
‐
41
号
線
（
東
洋
大
学
跡
地

西
側
）
の
道
路
拡
幅
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、伺
い
た
い
。

建
設
課
長

 

中
学
生
の
通
学
安

全
確
保
等
の
地
域
要
望
、
利
根

川
、
渡
良
瀬
川
へ
の
新
橋
構
想

の
接
続
ル
ー
ト
、
国
道
３
５
４

号
線
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
産
業

団
地
、
板
倉
工
業
団
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
、
併
せ
て
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
市
街
地
へ
の
大
型
車
両

流
入
回
避
等
を
、
担
え
る
重
要

な
路
線
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

群
馬
県
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
板
倉
町
が
推

進
す
る
地
域
の
暮
ら
し
や
、
経

け
る
受
信
者
の
関
心
度
や
熱
量
、

ま
た
情
報
ツ
ー
ル
の
多
様
化
に

も
対
応
し
つ
つ
、
よ
り
効
果
的

な
情
報
発
信
、
戦
略
の
構
築
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

町
の
新
た
な
魅
力
と
知
名
度
、

魅
力
の
発
掘
、
発
信
、
そ
し
て

イ
メ
ー
ジ
向
上
も
含
め
て
、
戦

略
的
か
つ
継
続
的
な
情
報
発
信

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

議
員 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
短
い
動
画
な

ど
、
継
続
的
な
情
報
発
信
体
制

を
強
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

秘
書
室
長

 

今
後
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

運
用
の
拡
充
と
い
う
こ
と
を
考

え
つ
つ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
の
拡
散

を
狙
う
と
い
う
視
点
も
非
常
に

効
果
的
と
考
え
て
い
る
。
有
効

な
手
段
と
し
て
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
活

用
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。

済
活
動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い

る
。
事
業
着
手
に
向
け
、
ま
ず

国
庫
交
付
金
の
獲
得
を
目
指
し
、

群
馬
県
と
協
議
、
確
認
作
業
を

進
め
て
い
る
。

議
員 

地
元
の
意
向
が
必
要
だ

が
、
板
倉
工
業
団
地
周
辺
の
農

地
集
積
事
業
の
計
画
を
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

産
業
振
興
課
長 

東
側
の
区
域

は
、
令
和
５
年
度
に
邑
楽
土
地

改
良
区
が
事
業
主
体
と
な
り
、

国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
と
し
て
、８
．

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
事
業
を

行
っ
た
。
南
側
の
区
域
は
、
令

和
9
年
度
以
降
、
邑
楽
土
地
改

良
区
が
事
業
主
体
と
な
り
、
約

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備
を
、

国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
と
し
て
行
う

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

亀井 伝吉 議員

令和３年に行った現地調査の様子

町の情報を発信する公式 LINE

一般質問（QRコードを読み込むと各議員の録画映像が見られます。）
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議員定数を 人から 人に削減12 11
令和８年６月定例会において、議員発議により提出された発議第1号「板倉町議会議員定数条例の
一部を改正する条例について」が可決され、次回の町議会議員一般選挙 ( 令和９年４月執行予定 )
から議員定数が11人に削減されることになりました。

議員間で議論
行政区長会が議会

に要望書を提出
条例改正案の提出 本会議での可決

令和７年10月から議
員間討議をとおして見
直しの検討を開始。

令和８年１月に行政区
長会が「板倉町議会議
員の定数削減を求める
要望書」を提出。

令和８年６月定例会に
議員定数を削減する条
例改正案を提出。

本会議で条例改正案が
可決。令和９年４月執
行予定の一般選挙から
11人となる。

【提案理由】
　本案は、板倉町議会議員の定数を12人から11人に改め、次の板倉町議会議員一般選挙から施行
することを提案するものです。全国自治体の議会においては、平成20年から長期にわたる全国的
な人口減少を踏まえ、議員定数の削減は時代の流れとして避けられないものと捉える風潮があり、
議員定数の見直しが議論されているところです。当町における人口の変遷を見ますと、議員定数を
14人から12人に改めた平成23年４月には約15,800人であったのに対し、直近では約13,200人にま
で減少しているほか、将来的にも逓減が見込まれています。このような状況を鑑み、当議会としま
しても、令和７年10月から主体的に議員定数の見直しについての検討を始め、令和８年1月に板倉
町行政区長会から提出された要望書の趣旨を真摯に受け止めつつ、慎重に議論を重ねて参りました。
議員定数の見直しは、単なる人数の減少を目的とするものではなく、将来にわたって持続可能な議
会として、より機能的かつ効率的な体制を構築するためのプロセスの一環であります。議会の存在
意義や二元代表制の趣旨が損なわれることなく、議会運営の最適化を図ることこそ、町民の負託に
応えるべき我々議員としての使命であるとの結論に至り、本案のとおり提案するものです。

議
員
報
酬
の
見
直
し
に

向
け
て
特
別
報
酬
等
審

議
会
の
開
催
を
要
望

　

令
和
８
年
６
月
12
日
、
町
議

会
は
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

消
と
持
続
可
能
な
議
会
運
営
に

向
け
、「
議
員
報
酬
の
見
直
し
を

求
め
る
要
望
書
」
を
町
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。
本
町
の
議
員
報

酬
は
約
30
年
間
据
え
置
か
れ
て

お
り
、
物
価
や
賃
金
の
上
昇
な

ど
社
会
情
勢
と
の
乖
離
が
生
じ

て
い
ま
す
。
若
者
や
女
性
を
は

じ
め
、
多
様
な
人
材
が
議
会
活

動
に
参
画
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
議
会
機
能
の
強
化
に
つ
な

げ
る
た
め
、
特
別
報
酬
等
審
議

会
に
お
い
て
適
正
な
議
員
報
酬

額
へ
の
見
直
し
を
審
議
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

６月定例議会
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議 会 日 誌

６月
７日 町民スポーツフェスティバル

９日 ６月定例会（初日）

予算決算常任委員会

総務文教福祉常任委員会（所管事務調査）

産業建設生活常任委員会（所管事務調査）

10日 一般質問（６人）

13日 ６月定例会（最終日）／議会運営委員会／

議員のみ協議会／議会広報特別委員会

21日 板倉消防団ポンプ操法競技大会

７月
１日 議員のみ協議会

２日 東部水道企業団議会臨時会／全員協議会

３日 館林地区消防組合議会臨時会

７日 産業建設生活常任委員会行政視察

（埼玉県幸手市）

12日 館林地区消防組合消防団ポンプ操法競技

大会

13日 邑楽郡町村議会議長会臨時会

14日 事務事業評価事業選定会議／議会広報

特別委員会

17日 館林衛生施設組合決算審査及び例月出納

検査　

館林地区消防組合決算審査及び例月出納

検査

21日 全員協議会／議員のみ協議会

22日 群馬県未来構想フォーラム

５月
16日

20日

利根川水系連合・総合水防演習

館林衛生施設組合例月出納検査

21日 全員協議会／議会運営委員会／

議員のみ協議会

22日 総務文教福祉常任委員会行政視察

（茨城県境町）

館林地区消防組合例月出納検査

25日 群馬県町村議会議長会臨時総会／

町村議会議長・事務局長研修会

26日 全国町村議会議長・副議長研修会

27日 館林衛生施設組合議会施設見学会

先進事例の調査・研究から政策提言に活かす！

委員会 行政視察 レポート

　

境
町
で
は
、
人
口
増
加
の
要
因

を
複
数
の
施
策
を
一
体
的
に
推
進

し
た
結
果
だ
と
し
て
い
ま
す
。
主

な
成
功
要
因
と
し
て
、
次
の
５
点

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

・
充
実
し
た
子
育
て
支
援

・
教
育
へ
の
大
胆
な
投
資

・
家
が
も
ら
え
る
定
住
支
援

・
雇
用
と
財
源
の
確
保

・
ブ
ラ
ン
ド
化
と
情
報
発
信

特
に
強
調
し
て
い
る
の
は
、
令
和

６
年
度
に
人
口
が
67
人
増
加
し
、

そ
の
背
景
に
は
２
７
２
人
の
社
会

増
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自

然
増
で
は
な
く
、
移
住
定
住
に
よ

る
社
会
増
が
人
口
増
加
の
最
大
の

要
因
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

 総務文教福祉常任委員会
茨城県境町：移住定住政策について

産業建設生活常任委員会
埼玉県幸手市：産業団地拡張について

　

圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
を
活
用
し
た
企
業
誘

致
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。
幸

手
市
は
、
総
合
振
興
計
画
で
Ｉ

Ｃ
周
辺
を
工
業
系
ゾ
ー
ン
に
位

置
付
け
、
県
企
業
局
と
の
共
同

で
約
47
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
産
業
団

地
を
整
備
し
、
ニ
ト
リ
等
13
社

が
立
地
。
地
権
者
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
早
期
に
設
立

し
、
丁
寧
な
合
意
形
成
を
重
ね

た
点
が
成
功
の
鍵
で
し
た
。
本

町
も
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
と
接
し
て

お
り
、
県
と
の
連
携
や
地
権
者

と
の
信
頼
構
築
を
参
考
に
、
実

効
性
の
あ
る
土
地
利
用
と
企
業

誘
致
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議会活動（議案発議／要望書提出／委員会行政視察）・議会日誌
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自然豊かな町、これが板倉町の魅力の一つ
だと思います。町内には大きな公園や川

があり、学校への登下校でも街路樹が生い茂り、
暑い夏の日には日陰を作ってくれます。しかし、
生い茂りすぎるときがあり、それが車への死角
となり、通学の際にひやっとする場面も見たこ
とがあります。もっと早いスパンで剪定をして
もらえると、今以上に安全に通学できるように
感じます。また、人の温かさを感じる場面もあ
ります。僕は自らあいさつすることを心がけて
いますが、あいさつを返してくれる人が多く、
僕も元気がもらえ、またあいさつしようという
気持ちになります。板倉町がより一層自然を大
切にし、人とのつながりを大切にし、僕たちが
大人になっても好きでいられる町が続いてくれ
ることを望んでいます。

は、板倉町に住んで 13 年が経ちました。
地域の人たちは良い人ばかりで、毎日穏

やかに過ごせています。しかし、子どもを育て
ている中で、もっと子どもが楽しめる施設や子
どもが本に触れたり勉強ができる図書館がある
と、子どもの教育に良い影響を与えることがで
きるのではないかと思っています。現在、児童
館はありますが、そのほかにも子どもが様々な
体験ができる施設があると、休日に楽しく過ご
せると思います。そして、図書館は子どもだけ
ではなく、大人にとっても充実した時間を過ご
せる場所だと思います。そういった施設があっ
て、町外の方も町を訪れてくれることで、町が
もっと発展できるのではないかと思います。こ
うした環境を整えることで、少しでも町が魅力
的になり、子どもたちが生き生きと過ごせると
嬉しいです。

島
しま

田
だ

龍
りゅう

之
の

介
すけ

さん
（板倉中学校３年）

野
の

中
なか

真
ま

弓
ゆみ

さん
（大字除川）

　

田
植
え
を
終
え
た
田
ん
ぼ
に
、
若
い
苗
の
緑
が
そ
よ
ぎ
始
め

ま
し
た
。水
を
張
っ
た
水
面
が
空
を
映
し
、風
の
通
り
道
に
な
っ

て
板
倉
の
夏
を
呼
び
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
学
校
で
は
夏
休

み
を
心
待
ち
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、
地
域
の
夏

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
も
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
て
い
る
頃
で

し
ょ
う
。
畑
の
傍
ら
で
涼
を
と
る
高
齢
者
の
方
、
公
民
館
で
汗

を
か
き
な
が
ら
準
備
を
す
る
役
員
の
方
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
迎
え
方
が
あ
り
ま
す
。
町
議
会
議
員

と
し
て
、
そ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
営
み
に
耳
を
傾
け
、
板
倉
町

ら
し
い
暮
ら
し
や
す
さ
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
皆
さ
ん
と
共
に
板
倉
町
の
夏
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

永
田　

亮 

記
）

　議会の本会議は、公開制となっています。会議当日、
受付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍
聴することができます。
◆９月議会定例会（予定）
　会　期　９月８日㈫～９月16日㈬
　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決
　　　　　⑵一般質問
　　　　　⑶決算認定議案審議・採決
　※会期等が変更となる場合もあります。
　※�詳しい日程等については、後日、議会のホームペー

ジでお知らせします。

お問い合わせ先
議会事務局　TEL.82－1111（内線701）
　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

私

気持ちよく
生活するために

子どもたちのた
めになる施設を

編 集 委 員 の 声
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